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【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

①

②

補足

名称

名称

補足

実績値 1,681

計画値

回

実績値
単位

計画値

名称

補足

地域子育て支援センター利用者数

講座開催数

講座参加者数

単位 人
③

計画値

④

名称

補足

２８年度

39,293
人

41

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 子ども家庭室長　青木 正彦

目
的

概
要

子育て講座等を展開するとともに、かめやまげんきっこフェスティバルや各種講座の開催、心の栄養よみきかせ事
業、リーダー養成講座を開催する。また、中学生を対象としたライフプラン事業を行い、将来子どもを持つ親となるた
めの教育を行う。

乳幼児期の運動活動を促すことで、健康的な心身の発達や健康の能力の向上、さらには読書による豊かな心をは
ぐくみ、将来に渡って健康的な生活を営む力を養うことを目的とする。

２７年度

総コスト 4,407

一般財源 1,800 1,478

2,929 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

受益者負担額

⑤
事
業
の
評
価

総合判定

低年齢児を対象の子育て講座は、保護者に興味を持っていただき、好評であった。成長発達に関する悩み
を講師に個別で相談できたことも効果的であった。講座や、フェスティバルを機に子育て支援センターの利
用者増へつながった。心の栄養よみきかせ事業では、ブックスタートを行うと共に、読み聞かせ講座を実施
することで関心が高まりつつある。

Ａ
順調に進んだ

子育て講座への参加は興味の有無によって左右され、関心がない人も多い。たくさんの利用者に参加していただけるよ
う、更にアピールする必要がある。また、ブックスタートで配布した絵本が有効に活用されるよう引き続き読み聞かせ講座
等を開催するなど働きかけが必要である。

げんきっこフェスティバルや子育て講座の開催により、かめやまげんきっこ育成事業の認識が高まってきていることから、
フェスティバルの内容、講座の内容等を検討し、充実に努めていく。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 2,929

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
・かめやまげんきっこフェスティバルの開催
　　（来場者３２９人：保護者１４７人，子ども１８２人）
・子育て講座の開催
　　（メイン講座３回、拠点講座４１回　延べ参加者数：）
・リーダー養成講座の開催
・ブックスタート事業の実施
・思春期ライフプラン講座の実施（３中学校）

県支出金

再
掲

翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 所要人員 0.40

人
件
費

総人件費 2,929
事業費 1,800 1,478 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象

③
指
標

施策の方向 02:すべての子育てを支援するしくみづくり 項 児童福祉費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 児童福祉総務費

施
策
体
系

基本施策の大綱 05:次世代を担う人づくりと歴史文化の振興 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 02:子育て支援 款 民生費

単位

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 健康福祉部子ども総合センター
03202-1 かめやまげんきっこ育成事業 室名 子ども家庭室


